
～「全世代への保健事業の展開」について～

京都府長岡京市 健康医療推進室 中田由紀
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長岡京市の概要

平成２９年４月１日現在の人口（住民基本台帳の人口）
• 人口総数 ：８０，８２７人
• 世帯総数 ：３５，６８９世帯（１世帯平均２．３人）
• 高齢化率 ：２１，１３１人（２６．１％）
• 就学前率 ： ５，１１５人（ ６．３％）

• 自然動態 ：出生 ５４人 死亡 ６８人
• 社会動態 ：転入 ６１８人 転出 ５７０人
• 面積 １９．１７㎢（東西6.5㎞ 南北4.3㎞）



平成２９年度　長岡京市行政機構　（平成２９年４月１日）
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健康医療推進室の職員構成

 事務職 2名 （室長1名を含む）

 保健師 13名 （主幹1名,係長3名を含む）

 作業療法士 2名 （課長補佐1名を含む）

 管理栄養士 1名

 嘱託保健師 4名、再任用保健師1名

 嘱託管理栄養士 2名

 嘱託理学療法士 1名

 嘱託助産師 1名

 上記にプラスして臨時職員(数名）



ＮＩＧＨＴＳシステムとは

長岡京健康情報ガイド総合システム

通称「ＮＩＧＨＴＳシステム」

長岡京市市民の保健情報を管理するシステム





ＮＩＧＨＴＳシステムのカテゴリー

主なもの
成老人 各種がん検診、健康教室

リハビリ相談、訪問、高齢者予防接種
母子 乳幼児健診、新生児訪問、発達相談、

予防接種
共通 電話来所相談記録、個人履歴、スケ

ジュール管理、委託料・賃金など支払
い関係

管理系 マスター全般



ＮＩＧＨＴＳシステムの導入

＜システム導入前の課題＞

・健康診査・がん検診の記録の転記や統計作業
に膨大な時間がかかる。

・相談記録の内容が統一されていない。

・記録した情報を活用しにくい。



ＮＩＧＨＴＳシステムの特徴

個人の健診・相談・予防接種歴等が、履歴順に
表示されるため、各詳細を瞬時に把握すること
ができる。

健診、電話相談等の場面で担当保健師以外で
もそれぞれの状況を把握した上で対応できる。

世帯の状況も同時に確認でき、家族も含めたよ
り丁寧な対応をすることも可能である。





ケース対応について

個人履
歴確認

対応策 対応 記録

ＮＩＧＨＴＳ ＮＩＧＨＴＳ





システムを開発・運用していく過程で可能に
なったこと

 保健師記録を項目化し、一定の質を保持する。

 個人履歴を一覧で参照でき、個人にあった対応
ができる。

 システムの集計で事業評価を行うことができる。

 検診結果や個別相談結果の情報提供書が出
力できる。

 精密検査未受診者のフォローなど精密検査対
象者の管理がしやすくなった。



国保保健事業の概要

平成２９年5月 現在
• 国保加入世帯数 ：１０，４０６世帯
• 被保険者数 ：１６，３５３人
• 加入率 ：２３．０％

• 特定健診受診率 ：４８．８％（前年度４８．１％）
• 特定保健指導実施率 ：１８．８％（前年度９．０％）



長岡京市保健事業実施計画

平成２８年６月に策定 計画期間は2年間

＜現状＞

①医療費は、慢性腎不全（透析有）が府下でも
高い。
②特定健診受診率は高いが、64歳以下の若年層
の受診率は低い。国保加入者の38.6％は健診も
医療も受けていない。特定保健指導率は低い。



項目 保険者 同規模
平均 府 国

がん 25.2 22.4 25.9 23.0

慢性腎不全（透析あり） 12.9 9.4 9.8 9.5

糖尿病 7.2 10.0 9.1 9.8

高血圧症 8.7 10.4 9.4 10.2

精神 15.3 17.7 13.2 17.0

筋・骨格 15.0 14.7 16.1 15.0

生活習慣病に占める割合比較
（最大医療資源傷病名調剤含む）

）

資料：KDB帳票№3（平成26年度累計）



入院外のレセプトの平均額

資料：京都府国民健康保険団体連合会『疾病分類別統計』（平成22年5月診療分、平成
23年5月診療分、平成24年5月診療分、平成25年5月診療分、平成26年5月診療分）



全体 脳血管疾患 虚血性
心疾患

糖尿病性
腎症 精神疾患

高額になる疾患
（1月80万円以上
のレセプト）

件数
（割合）

887件 55件
(6.2%)

65件
(7.3%) － －

費用額
（割合）

11億8569万円 6378万円
(5.4%)

1億703万円
(9.0%) － －

長期入院
（6か月以上入院
のレセプト）

件数
（割合）

1,154件 130件
(11.3%)

149件
(12.9%) － 696件

(60.3%)

費用額
（割合）

5億2278万円 6822万円
(13.0%)

7389万円
(14.1%) － 2億5261万円

(48.3%)

長期化する疾患
（人工透析患者の
レセプト）

件数
（割合）

958件 190件
(19.8%)

490件
(51.1%)

302件
(31.5%) －

費用額
（割合）

4億9015万円 1億1464万円
(23.4%)

2億6240万円
(53.5%)

1億5034万円
(30.7%) －

何の疾患で入院しているのか、治療を
受けているのか

KDB帳票№10、№11、№12ならびに№19
（平成26年6月～27年5月分各月の合計）※最大医療資源傷病名（主病）で計上。



受給者区分 2号 1号 合計年齢 40～64歳 65～74歳 75歳以上 計
被保険者数 26,267人 9,858人 7,020人 16,878人 43,145人

有
病
状
況
（
レ
セ
プ
ト
の
診
断
名
よ
り
重
複
計
上
あ
り
）

件数 102 547 3,039 3,586 3,688

血
管
疾
患

脳卒中 件数 23 158 － － －
割合 22.5% 28.9%

虚血性
心疾患

件数 7 104 － － －
割合 6.9% 19.0%

腎不全 件数 5 32 － － －
割合 4.9% 5.9%

糖尿病 件数 10 146 － － －
割合 9.8% 26.7%

高血圧 件数 25 253 － － －
割合 24.5% 46.3%

脂質異常症 件数 18 206 － － －
割合 17.6% 37.7%

血管疾患計 件数 35 326 － － －
割合 34.3% 59.6%

認知症 件数 5 68 － － －
割合 4.9% 12.4%

筋・骨格疾患 件数 34 310 － － －
割合 33.3% 56.7%

要介護認定者数と原因疾患

資料：KDB帳票№47および№49（平成26年度累計）



長岡京市保健事業実施計画

＜これからの保健事業＞

①特定健康診査の未受診対策

②特定保健指導利用率の向上

③糖尿病重症化予防事業



特定健診への働きかけ

＜特定健診受診率向上のため＞
• 対象者へ受診票を送付する際、封筒に開封を促
すシールを貼る。
＜特定保健指導実施率向上のため＞
• 医療機関から特定保健指導案内のチラシを配布
• 特定保健指導対象者へ家庭訪問、電話勧奨
実施率が18.8％（前年度9.0％）に。



特定保健指導



シェイプアップランチ ５００ｋcal



糖尿病重症化予防事業

＜対象者＞

特定健診の結果、HbA1c6.5％以上または空腹
時血糖126㎎/dlの40歳から70歳の人

＜方法＞

保健師・管理栄養士による家庭訪問

医師との連携



今後の課題



 独自システムのため、制度変更等ごとに
改修費用が必要。

 庁内のセキュリティレベルが上がり、運
用の利便性が低下した。

 他課との情報共有

ＮＩＧＨＴＳシステムの課題



 新規透析導入者の減少を目的

 未受診者、治療中断者、血糖コントロール
不良の人への保健指導

医療費の増加抑制・健康寿命の延伸・介護予防

糖尿病重症化予防事業について



 統計的データと質的データを活かした保健
事業の展開。データを生かして、事業評価
を行い、事業の見直し、改善をする。

 システムを活用し事務の時間を短縮し、対
人業務の時間を確保し、より丁寧に関わる。

 誰が見ても分かりやすい簡潔、明瞭な記録。

保健師に求められていること



ご清聴ありがとうございました

お玉ちゃん 長岡京ガラシャ祭り
キャラクター


